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 本研究の目的は、日本人の対難民意識を規定する諸要因について検討することである。海
外の難民研究において、ホスト市民の対難民意識を規定する要因に関する知見が蓄積され
てきている。それらの研究のなかで、対難民意識に肯定的に作用する要因として、若年世代
（Murray & Marx, 2013; Plener et al., 2017）、高学歴（Coninck et al., 2018）高収入（Millington, 
2010; Arlt & Wolling, 2016; Plener et al., 2017）、リベラルな政治志向（Arlt & Wolling, 2016）
などが報告されている。難民との交流経験を有していることは、サンプル属性によってプラ
ス/マイナス両方に作用し得ることも明らかとなっている（Mckay et al., 2012）。メディア利
用との関連では、高級紙の購読や質の高いオンラインニュースの閲覧は、対難⺠意識にプラ
スの影響を有していることが報告されている（Coninck et al., 2018）ほか、ソーシャルメデ
ィアの利用頻度が高いほど、難⺠に対して否定的な態度をとる傾向も示されている（Arlt & 
Wolling, 2016）。 
 こうした豊富な研究成果の一方で、日本を事例とする研究は限定的である。こうした問題
意識にもとづいて、本研究ではウェブアンケート調査の結果から、日本人の対難民意識を規
定する要因を検討し、海外の知見との比較を試みる。本研究では対難民意識を①難民に対し
て抱いているイメージ（難民イメージ）と②難民の受入れに対する意識（政策的態度）の 2
つの側面からとらえる。調査は 2022 年 1 月 7〜11 日にかけて、株式会社クロス・マーケテ
ィングに委託して実施した。調査対象は同社の保有するモニターのなかから、20 歳から 69
歳までの日本全国の男女とした。有効回収サンプルは 2426 であった。 
 調査データにもとづき、探索的因子分析、および共分散構造分析によるパス解析を行なっ
た。従属変数は属性（性別、年齢、婚姻状況）、ニュース関心、国際的接触（海外滞在歴、
外国人や難民との接点）、メディア利用（新聞、ツイッター）、政治的志向性、難民に関する
知識度である。 
 分析の結果、①難民イメージに影響を及ぼす要因として、ニュース関心（.346）、国際的
接触（.163）、性別（-.063）、政治的志向性（.176）の 4 要因が確認された（括弧内はパス係
数）。また、②政策的態度に影響を及ぼす要因としては、ニュース関心（.465）、国際的接触



（.087）、ツイッター利用（-.052）、政治的志向性（.260）の 4 要因が確認された。以上よ
り、日本人の対難民意識の主たる規定要因は、ニュース関心の高さ、国際的接触を有してい
ること、リベラルな政治的志向性であることの 3 つであることが判明した。国際的接触に
ついては、Allport（1954）の接触仮説や Arlt & Wolling (2016）の知見が支持される結果と
なった。他方、年齢や性別、学歴、収入など、諸外国の先行研究で指摘されてきた要因は、
日本を事例とする本研究においては確認されなかった。また、日常的なメディア利用による
影響は限定的であり、Ball-Rokeach & DeFleur（1976）のメディア依存モデルの効果は小さ
いことが確認された。 
 本調査の実施から、すでに 2 年以上が経過している。その間、ロシア＝ウクライナ戦争な
どの多くの難民を発生させる政変が起き、難民に対する国内世論も高まりを見せている。今
後、より新しい調査データを用いて分析することで、この 2 年間における日本人の対難民
意識の変化を解明することが必要である。 
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